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学校給食の学校給食の無償化条例無償化条例無償化条例を提案を提案

会　派 日本共産党 流政会 自民党 公明党 流山みらい

議員名
○賛成　　×反対　　－棄権
※議長は表決に参加しない。
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学校給食無償化条例（日本共産党提案） ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×

議　
長

× × × × × × × × × × × × × × ○ ○
感染症後遺症患者への救済を求める意見書 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ワクチン接種後の後遺症患者救済を求める意見書 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
「核共有」提言に反対する意見書 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○
「海の日」を７月 20日に限定する意見書 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

指定ごみ袋の使用強制は指定ごみ袋の使用強制は指定ごみ袋の使用強制は

指定ごみ袋

　指定ごみ袋の使用強制から４ヶ
月が経過しても、「袋」が違うだ
けで、未回収となるごみ袋があと
を絶ちません。市民の声に応え、
かつ環境負荷の軽減のためにも、
指定ごみ袋の使用強制は撤回すべ
きです。

一人暮らしで10ℓの袋
を購入したくても家の
近所には売っていなか
ったため、タクシーで
往復1400円も使って
購入することになった。

撤回を！！撤回を！！

生ごみも回収され
ず、カラスがつつ
いて、大変。分別
していれば、燃え
るごみは回収して
欲しい。

45ℓ・50枚入りが
店頭から消え、20
枚入りに変更され、
１枚当たりの値段
も高くなった。

庭木の葉っぱを掃除したら、
今の指定袋はサイズが小さ
く使いづらい。
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食
料
品
等
の
値
上
げ
の
影
響
は
、家
計
を
直
撃
し
、

学
校
給
食
に
も…

。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
学
校

給
食
費
（
小
学
生
で
年
間
４
万
７
３
０
０
円
、
中
学

生
で
年
間
５
万
６
１
０
０
円
）
の
無
償
化
条
例
案
を

市
議
会
へ
提
出
し
ま
し
た
。
条
例
案
は
否
決
さ
れ
た

も
の
の
、委
員
会
審
査
で
は
、「
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
」

な
ど
、
負
担
軽
減
と
い
う
方
向
性
で
は
異
論
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

  

ま
た
、
日
本
共
産
党
市
議
団
の
一
般
質
問
に
対
し
、

市
教
育
委
員
会
は
、「
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
給

食
費
へ
の
一
部
助
成
を
行
う
」
と
約
束
。
約
６
千
万

円
の
追
加
補
正
予
算
案
が
市
議
会
で
可
決
・
成
立
し
、

保
護
者
の
負
担
を
抑
え
、
か
つ
給
食
内
容
の
維
持
・

向
上
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
国
民
の
自
由
で
多
様
な
議
論
を
保
障
し
た
民
主

主
義
社
会
の
発
展
に
全
力
を
注
ぐ
立
場
か
ら
、
最
大
の
暴
力
で

あ
る
戦
争
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
暴
力
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
核
兵
器
の
使
用
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
「
核
共
有
」
に
反

対
す
る
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
参
議
院
選
挙
の
結
果
、
憲
法
改
正
へ
の
流
れ
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
導
く
憲
法

９
条
改
定
や
基
本
的
人
権
を
永
久
の
権
利
と
す
る
97
条
の
全
文

削
除
な
ど
、
権
力
を
縛
る
憲
法
か
ら
国
民
を
縛
る
憲
法
改
悪
を

許
し
ま
せ
ん
。
ご
一
緒
に
、
国
民
運
動
を
大
き
く
推
進
し
、
と

も
に
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
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日本
共産党学校給食の学校給食の無償化条例無償化条例無償化条例を提案を提案
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